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一豊かで住みよい町づくりをめざし積極的な提言と意見交換一

催

町
で
は
、
新
年
度
予
算
編
成
期
を
控
え
た
一
月
=
十
四
日
か
ら
一
月
=
一
+

固
ま
で
中
五
日
間
、
町
長
を
は
じ
め
岳
担
当
課
長
が
直
接
地
域
へ
出
か
け
、

各
地
域
の
要
望
・
意
見
を
聞
く
町
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

懇
談
会
は
、
美
利
河
生
活
館
会
場
を
は
じ
め
に
町
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
十
一

会
場
で
行
わ
れ
、
二
百
十
二
名
の
方
が
出
席
し
ま
し
た
。

懇
談
は
、
一
地
区
三
時
間
程
で
、
最
初
に
平
成
三
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い

る
園
、
道
事
業
及
び
町
の
主
要
な
事
業
計
画
や
状
況
の

説
明
が
町
長
か

b
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
域
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
に

つ
い
て
町
か
ら
回
答
さ
れ
、
引
続
き
、
出
席
さ
れ
た
会
場
の
み
な
さ
ん
か
勺

要
望
や
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
百
八
十
九
件
の

要
望
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
こ
の
町
政
懇
談
会
で
出
さ
れ
ま
し
た
主
な
内
容
と
町
の
答

弁
要
旨
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

回

旧
今
金
中
学
校
跡
地
内
宅
地
分

譲
に
つ
い
て

圏
三
十
六
区
園
内
分
践
予
定
で
、

今
後
、
分
鵡
価
格
、
建
設
時
等
の
条

例
を
具
備
し
て
分
柑
附
し
た
い
。
基
本

的
に
は
購
入
後
三
四
年
後
に
は
建

設
し
て
ほ
し
い
旨
、
条
件
を
つ
け
分

秘
し
た
い
。

回

英
利
河
に
転
居
希
望
者
が
入
居

で
き
る
公
営
住
宅
等
の
新
設
を

圃
現
在
、
南
団
地
が
年
次
計
画
で

建
替
中
で
す
。
(
平
成
六
年
度
ま
で
)

そ
の
後
円
計
画
と
し
て
検
討
し
た
い
。

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
勤
務
者
向
住
宅

に
つ

い
て
も
、
財
源
の
見
通
し
を
見

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

開を

町政を身近かに

会談懇

• • 

政町

~ 

-ー-自由回-ぐ一

一一て
地
元
と
協
議
し
て
進
め
た
い

回

南
栄
会
館
女
干
ト
イ
レ
栴
訟
を

圏
こ
の
会
館
は
公
営
住
宅
建
設
に

伴
い
、
地
域
関
連
事
業
で
図
的
補
助

平成 3年度に予定されている国 ・道事業亙ぴ町の主要な事車計画や
状況の脱明を述べる村本町昼

線
択
基
準
に
お
い
て
の
挫
設
で
延
而

仙
の
制
約
を
う
け
、
さ
ら
に
集
会
宅

内
市
磁
を
住
民
要
裂
に
よ
り
増
や
し

た
た
め
‘
台
所
、
ト
イ
レ
等
が
手
狭

に
な

っ
た
こ
と
を
ご
迎
解
附
い
た
い
。

回て圏
具
体
的
な
建
替
計
画
を
立
て
、

検
討
し
た
い
。

(
用
途
廃
止
の
お
願

い
も
す
る
。
)

肱
川
公
山
首
住
宅
内
準
備
に
つ
い

国

道
立
養
護
学
校
の
誘
致
状
況
は

圏
桧
山
開
発
期
成
会
で
、
今
金
町

設
置
の
位
置
付
け
が
な
さ
れ
、
陳
情

し
て
い
る
。
函
館
内
モ
デ
ル
校
に
お

け
る
推
移
を
み
て
、
さ
ら
に
陳
情
し

た
し
。

ポ築圏休 固
|す化
ノレる 生は旧
拶 。活 様
訴さ舘 川
町らを 中
強尺 旧 学

ψ小史 15 
乞巧戸、=子 "J' 

考函校 地
之、跡活
てゲ地 用
し、 1 ，ニ グコ
る卜新 具

改
修
に
つ
い
て
は
数
年
後
に
検
討
し

た
し
.

回

ゴ
ミ
処
刑
引
券
の
配
布
枚
数
が
足

り
な
い
、
相
や
し
て
ほ
し
い
。

圏

一
般
家
庭
で
使
用
す
る
二
分
の

一
相
当
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ

の
減
n
M
化

つ
い
て
も
合
わ
せ
て
こ
迎

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中国国を 回
で難
嬰 で 輯E
Eflあ し
し る い
てが 1m
い 、 足j

き四で
た町あ
いグ〉り
。協

議災
会現
グ) li 

神
任
十
三
号
に
バ
ス
停
の
新
設

国

中
山
者
パ
ス
を

一
般
の
人
が
利
川

で
き
主
い
か

圏
病
院
の
通
院
時
に
利
則
す
る
の

が
原
則
で
す
。
ご
型
解
臥
い
た
い
。

回

小
人
数
で
も

へ
き
地
保
育
所
を

継
続
開
所
し
て
ほ
し
い
。

圏
制
度
上
で
幼
児
数
十
名
未
満
は

問
所
に
な
り
ま
す
。
人
数
雌
保
な
ど

に
つ
い
て
地
元
町
協
力
を
臥
い
た
い
。

五
名
以
上
↓
名
未
満
は
、
自
治
会
立

の
運
営
を
お
願
い
し
て
い
る
。

回

街
路
灯
は
防
犯
幻
町
役
川
も
梨

た
し
て
い
る
の
で
助
成
率
を
印
%
か

ら
刊
%
き
引
き
上
げ
て
ほ
し
い
。

圏

三
分
の
二
補
助
に
引
き
七
げ
る

回

観
川
ス
キ

l
場
内
夜
間
照
明
均

設
を

圏
電
気
答
却
の
附
係
も
あ
り
、
直

f
に
対
応
で
き
な
い
。

国

7
7プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
の
セ
ン
タ

ー
ハ
ウ
ス
内
に
ゆ
っ
く
り
休
憩
す
る

と
こ
ろ
が
な
い
。
ま
た
‘
レ
ス
ト
ラ

ン
の
営
業
時
間
が
短
か
い
。
改
普
は

圏
今
後
、
内
部
検
討
を
し
て
普
処

し
て
ま
い
り
た
い
.
ス

キ

場

に

つ

い
て
は
、
休
憩
地
設
を
す
ぐ
に
設
置

予
定
で
す
。

囚

花
石
小
学
校
改
築
に
つ
い
て

圏
平
成
三
年
度
着
工
。
十

一
月
末

に
完
成
予
定
で
す
。

回

学
校
プ
ー
ル
の
建
設
に
つ
い
て

(八

東

金

原

神

丘

)

圏
財
政
上
の
問
題
も
あ
り
、
年
次

計
画
で
実
施
す
る
よ
う
進
め
た
い
。

回

町
道
稲
穂
線
i
住
吉
問
、

区
聞
の
道
路
新
設
に
つ
い
て

園
遊
々
に
昇
格
を
お
願
い
し
て
い

る
。
そ
れ
が
だ
め
な
ら
泊
代
行
を
も

っ
て
進
め
て
も
ら
う
よ
う
、
合
わ
せ

て
お
願
い
し
て
い
る
。

国 国

町
道
の
改
良
と
舗
装
化
促
進
を

町
全
体
を
考
慮
し
て
、
年
次
的

• • 
ょ
う
、
新
年
度
予
算
で
検
討

し
た
い
。

回

流
古
稀
工
事
に
よ
る
道

路
改
良
の
姿
図
を

一
日
も
早

〈
周
知
し
て
ほ
し
い
。

国
国
道
・
近
々
は
平
成
二

年
度
か
句
活
工
し
て
お
り
、

町
道
に
つ
い
て
は
平
成
元
年

度
活
工
で
す
。
実
施
設
計
が

で
き
次
第
、
説
明
会
を
開
悩

し
た
い
。

消流冬で側道園 田
で さT場協駐を
き湖町力車 1徐 m市
る rJ( !tlしをく I也桂子
ので 111て励間服 Jm
できには行!苫保 X
はれっしし街が ;E
なは・いい て j)j閤是正
い 多 て 。い路雛車
カ‘ノトは るは 。 :t~
。解、 の片図を

地区別要望内訳一覧

図

利
別
川
町
敷
地
利
用
に

つ
い
て
町
か
ら
開
発
に
要
望

が
な
い
と
の
こ
と
だ
が

圏
利
別
川
河
川
緑
地
運
動

公
団
基
本
計
画
を
も
と
に
、

多
目
的
な
利
用
を
年
次
計
闘

で
進
め
た
い
。

に
実
施
し
た
い
.

)
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〔

回

農
家
内
花
嫁
対
策
に
つ
い
て
積

極
的
な
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

園
行
政
の
カ
で
も
無
理
な
而
が
あ

る
。
自
分
自
身
の
努
力
が
ま
ず
も
っ

て
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

回

平
成
三
年
皮
肉
転
作
閉
め
配
分

面
積
は

不
i凪

-・L各地区ごとに鼎心な肘織がなされていました (闘争里地区)

圏

平

成

三
年
度
は
、
据
え
世
か
れ

る
予
定
で
す
。

固

神
丘
福
相
会
館
全
面
改
築
を
早

期
に
実
施
を

圏

平

成

三
年
度
補
助
採
択
見
通
し

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
等
に
つ
い

seuZdtt 別UjJ 週開唱曲，<
圃内1t耳 障 車蝿 問除， 奇団 防M 犯予.. '山F使.. 同'1111";司師四 i(UH喫司直等 ，、え』SETtara :.lllllittli 

観問"地4民 l銀m地.. z聞，.係l tIUR1保℃ 山生1tl川 本.. 
、抱 月 刷問，』lu，Ja地 そ肉 檀It

附偏

j足柄l河 2 l 4 2 110 

{ι 石 9 l 2 4 l I 123 

里 2 通

住 官 4 6 2 2 2 118 

神 丘 14 5 6 3 4 I I 2 2 4 I 45 

極 111 6 8 3 1 2 4 2 2 7 1 39 

畳 m 2 l 2 1 8 

金 原 6 6 8 3 1 2 2 5 131 

H 3量 2 2 1 6 

八 東 7 7 2 7 2 1 35 
，liUrJ也'.'J 2 2 2 1 1 110 出 円 伯 会

市 街 泡 5 7 4 7 l 1 6 2 1 2 131 53 

計 57 45 27 22 17 17 12 8 7 7 6 a 5 4 2 41 m 
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A
T
令
町
ふ
る
さ
と
川
バ
ー
が
業
安

H

会

(会
長
山
北
半
川
町
)
で
は、

市ド
成

二
年
度
に
裂
却
が
あ

っ
た

「
ふ
る
さ

と
川
生
事
業
L

的
中
か
ら
、
次
の
γ
れ

つ
の
事
業
を
過
山
市
」
事
業
と
し
て
決
的
、

町
か

句
各
々

的
事
業
ご
と
に
制
助
金

が
交
付

(子
定
)
さ
れ
ま
し
た。

こ
れ
は
地
方
が
知
山
由
を
山
し
、
同

がよ
瓦
銭
円
ふ
る
さ
と
川
少

一
億
円
に
、

町
が
主
記l
川
で
一

位
川
を
加
灯
し
て

二
低
円
内
基
金
を
山引
立
て
、
こ
の
法

全
町山
岨
川
絡
を
も
勺
て
ゆ
寸
前
h
H

と
魅

力
に
揃
ち
た
町
づ
〈
リ
。
を
椛
准
し

よ
う
と
、
広
〈
一

般
公
募
し
た

L
の

(事
業

F
村

叫

ん

O
』
阿

T

で
す
。

ま
た、

二
川

ハ
け
に
川
川
似
さ
れ
た

阿
委
只
会
に
お
い
て
、
川
干
の
1
二

日月
末
ま
で
に
要
望
の
あ

っ
た
平
成
三

年
度
の
適
当
事
業
と
し
て
、
次
町
内

つ
の
事
業
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

青:在j
少さと
年王
寺:t'度，....._， 

:流件、:
中 t五三
原，と
;豆、創l;
山.，..-，

E遺:主
ほ 業j

Ijか汁・
3四J守雫
一 l

業

/l'・ギFν'¥'-.

ケントギルハート

の文化競演会， 

' . • 

元
今
金
町
消
防
団
第
二
分
団
長
山

石
智
雄
さ
ん

(防
組
川
)
に
、
消
防

に
対
す
る
永
年
の
功
献
が
認
め
ら
れ
、

十
二
月
十
七
日
、
東
京
に
於
い

て
勲

ライオンズ杯&町民スキー大会
雪煙上げ果敢な滑りを展開グ

今金ライオンズ..と町民スキー大告が2月3日 新政に立

ったピリカスキ f品で開催されま Lた.

大会は '~H見聞のあいに〈町天虫で Lたが、小学生から向枕

屯まで参加 した 130人の週手は 各肱川を昨やかな ス トッタ

ワー クで滑り '1'には勢い余って転倒する子 も.大会役Hゃ

京銀的戸肢を畳けなが均i;坤ヰffli円 Cコースで倍タイムをlIJ1ぃ

合っていました.

記
と
勲
章
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

山
石
さ
ん
は
、
昭
和
二
十

一
年
五

川
に
消
防
聞
に
入
っ
て
凶
十
三
年
川

余
、
火
災
や
風
水
科
、
台
風
な
ど
の

ー・

耳慣記を手に喜二びの

山石哲雄さん

毛
、

-z

ペ
ガ
サ
ス
の
翼
事
業

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
男
・
女
十
名
視
察
研
修

ふ
る
さ
と
川
中
べ
庁
サ
ス
の
拠
ド

業
と
し
て
.
山
午
会
議
内
選
F
J
安
口

会
で
選
以有
さ
れ
た
見

女
1
名
が
、

来
る
三
H

月
十
川
H
か
句
八

H
問
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
組
汗
と

悦山
税
制
修
に
山
発
し
ま
す
。

事轟予算 9，054千円

'" '"名 事調書貸 傭助事館額 実箱主体 人員. 予定期間 ?働 要

u少年交流
鈎2，8ω 621.制加

今世町スポ γ 少年 2人 112_7.31 
~組前中l司抵III事主 少旬凶イド鰐 指導行 2人 -1-12.8.10 

ケント ・ギI!.-/{ ト
1，209，815 7ω，000 今1t町商 I会

講師 l人 )-12.10.1 
Ji施術文化iJi寅会事案 ij'Wr.日 IIfI(セン7-

北海道農協1'，'11'部
6<"縦訓O 300ω。今/11:町内年会議 N~' 人 112.11.17 

)U'iii'i 似州機外lUi悦総研修事業 -l-J2.11.拍

ペガサス向調事E 5，200号制時 3，倒帥.0閃 今金町古年会.A 10人 11 3 . 3 .14 補助指令父付iii
-113，3担 ニュージーランド

多IItr.J物品
1.620，日9 [ ，620.5抽 今令町

D司ゎ、ウス 1[2.9.20 
'JH&i舟il¥納雌改修 ド!/i l 棟 242m' -112.10 .. 11 

川511 9咽623，154 7，141.539 

今金町ふるさと創生事業(平成 2年度)災
害
時
の
ほ
か
、
行
方
不
明
者
同
捜

索
前
助
に
部
先
山
動
し
、
つ
ね
に
加

一
線
に
立
っ

て
地
域
住
民
的
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
尽
力
し
て
き
た
の

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
.

一
H
二
十
日
、
航
川
小
体
育
館
に

お
い

て
、
消
防
仲
間
を
は
じ
め
関
係

者
百
名
が
出
胤
し
て
.
受
賞
祝
賀
会

が
に
ぎ
や
か
に
位
さ
れ
ま
し
た
。

「今
固
め
受
誌
は
仲
間
的
団
只
を

は
じ
め
、
み
な
さ
ん
の
パ

y
ク
ア
ッ

プ
の
お
か
げ
で
す
。
あ

い
に
く
体
制

を
く
ず
し
ま
し
た
が
、
残
る
余
生
は

仲
間
の

み
な
さ
ん
と
樋
川
温
束
、
州
且

舟
凶
町
花
い

っ
ぱ
い
巡
動
を
紋
け
、

お
役
に
立
ち
た
い
と
mb
い
ま
す
。
」
と

受
章
の
喜
こ
び
を
述
べ
て

い

こ
れ
は
他
川
川
町
保
業
や
丈
化、

町内

側
一咋
を
中
よ
と
と

L
に
、
記
流
を
辿

じ
相
互
理
解
や
本
的
独
自
の
国
際
交

流
町
足
が
か
り
と
し
て
、
そ
の
成
川
市

が
大
い
に
則
制
さ
れ
て

い
ま
す
。

今金町ふるさと創生事業(平成 3年度)

司区 '" 名 司区*費 織助事011 実絡主体 人員等 予定期間 繍 要
ij'少年交流

1. 960，制川 9邸咽問。 今金町ス;f.'-'i' 少年 4人 1[3.7.31 
中I司j保温弓'11 少年同本部 桁持作4人 -H3.8.1O 

ペガサえの』禍'I¥Z .'i.200.倒防 3.割抽，000今-:'fl:町青年会議 10人 113.4.1 
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• • 
今
金
男
固
酎
い
も
原
料
に

札

U
H
「ピ
リ
カ
物
語
」
を
発
売

町
で
は
、
地
元
特
産
物
の
今
金
山内

爵
い
ち
を
原
料
に
、
本
格
乙
如
し
ょ

(金以)

(今金)
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(神丘)

(今宣言}
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(告111王)
(今令)

(神1王)

(今金}

(仲 li)

(神 rr，)
(今令)

(今金)

(今令)

{今金)

{楠川)
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(今金)
(争点)11)
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ュ
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ラ
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ド
は
市
凶
太
平

閉
じ

祖

シ
，

昭

四
一昨
の
尚
一
叫
闘
で
、
而
肢
は
約
二
十
七

一

四
万
平

方
一
キ
ロ
を
有
し
、
イ
ギ
リ

ス

町

一
連
邦
内

一
只
で
す
。
人
口
は

一
九
八

…

国
七
年
三
三
五
万
人
、
気
候
は
旧
同
和
で

町

一…
変
化
に
乏
し
く
降
水

HMZい
反
面
、
…

二
日
照
時
間
に
恵
ま
れ
た
地
で
す
。

間

同

牧

草

聞
が
さ
か
ん
で
、
人
口
に
対

…

わ
す
る
家
寸前
一肌
数
の
削
合
は
世
界

一
と

向

日ン
一Z
わ
れ
て
い
ま
す
。
輸
出
の
七

O
%
叩

「
は
羊
毛
・
肉
類
、
乳
製
品
で
占
的
ら

m

-
U
れ
、
肉
郊
の
生
産
量
的
半
分
は
羊
肉

町

四

(
?
1
ン
と
ラ
ム
)
三
分
内

一
は
ヰ

問

“

ム

旬

開
肉
で
日
本
に
も
た
く
さ
ん
輸
出
さ
れ

間

四
て
い
ま
す
。
ま
た
.
日
本
か
ら
は
自

町

一
動
車
ー
工
場
な
ど
が
進
出
し
て
い
ま
す
。…
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一二

一
ダ

一

i

t
F耳
1
1

h

M
L
曲

、
作

一

う
ち

ゅ
う
「
ピ

リ
カ
物
語
」
を
製

造
発
売
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
札
腕
の
北
町
営
桝
造
に
製

造
を
委
託
し
、

と
り
あ
え
ず
七
百
二

十
J
μ
瓶
三
千
本
を
今
金
町
内
に
限

定
し
て
二
月
九
日
か
ら
売
り
出
し
た

も
の
で
す
。
小
売
価
格
は
一
本
千
円

で
す
。
半
透
明
の
白

い
す
り
ガ
ラ
ス

的
容
器
は
、

災
利
河
内
新
叫
と

H
本

一円
消

流

後

志
利
別
川
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
し
ゃ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に
な

っ

て
い
ま
す
。
ア
ル
コ

ー
ル
分
は
二
O

度
で
す
。

味
も
ソ

フ
ト
で
飲
み
や
す
い

と
川町

評
を
得
、
会
合
や
お
み
や
げ
に
人
気

を
博
し
そ
う
で
す
。

な
お
、

「ピ
リ
カ
物
税
」
は
町
内

各
柑
庖
に
お
い

て
取
扱

っ
て
お
り
ま

す。

日
北
昨
一
度
、
試
飲
い
た
だ
き
町

の
特
注
目川
の一

つ
と
し
て
町
内
外
に

p
-
R
を
お
願
い

し
ま
す
。
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チューリップ由国ネーデルランドにふさわ Lい
雷憧がたくさん展示されていました

L 

大小13基のイルミネーションが点灯
さオL雷まつりを盛り上げていま Lた

大
小
四
十
三
基
の
雪
像
が
勢
ぞ
ろ
い

第
八
固
い
ま
か
ね
雪
ま
つ
り

北方領土返還の
ふれあいコンサー トに在日オランダ大
使館一等書記官ベニングさんも応援

PIRIκA pfRtkA 
第1田舎金町ふるさとふれあいスポーツ受流会

ピリカ海牛杯GS大会
8ピリカふれあい歩くスキー大会

• • 

今
年
で
第
八
回
目
を
迎
え
た
む
ま
つ
り
が

「
夢
ふ
く
ら
ま
し
、
未
来
の

咲
か
せ
よ
う
」
を
テ
?
に
、
ふ
れ
あ
い
広
場
で
二
月
九
日
を
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
に
三
日
間
、
賑
や
か
に
開
俄
さ
れ
ま
し
た
。

招
待
さ
れ
た
在
日
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
一
等
也
記
官
の
ミ
セ
ス

・
ベ
ニ
ン
ク

さ
ん
夫
獲
を
は
じ
め
、
近
郊
町
村
か
ら
大
勢
の
見
物
人
が
訪
れ
、
雪
ま
つ
り

を
楽
し
み
ま
し
た
。

はじめτ白雪上ドッチポール大会に歓声が金場中に響いていました

在はパイオレット、イエロ一色町ライトア yプに雷慢が一段と映え、提 LL'ハーモニー

を演出。

ーと、‘
150名収容のビニールハウス(J)宣堂は、いつも満員の盛況で Lた

PIRIKA 

• • 
海牛杯GS大会に札幌市を

はじめ362名、ふれあい歩〈ス

キー大会に238名の計600名の

人たちが参加 Lて各々好タイ

ムを蛾い合いま Lた。
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プロもびっくり〆予供から大人まで人世田アンパンマンショーでLた

，j、.中学生に大人置のスノー

モービル斌乗書

へルメットにスキースーツ、
スピード感溢れる鶴技を展開

238名の選手がダム一周
コースに健脚を磁い告いま Lた

2月10日

今金スキ一連盟が発煙簡を手に見事な
デモンストレーションを被露

合同開書式に600名町大選手が書加

A 
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北
海
道
知
事
・
北
海
道
議
会
議
員

選
挙
の
投
票

任
期
満
了
に
伴
う
北
海
道
知
事

・
北
海
道
議
会
議
員
選
挙

四
月
七
日
は
、

の
投
票
日
で
す
。

選
挙
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
を
左
右
す
る
最
も
大
切
な
も
の
で
す
。

私
た
ち
の
身
近
な
北
海
道
の
政
治
や
行
政
を
託
す
こ
と
の
で
き
る
、
立
派

な
代
表
を
お
く
る
た
め
に
も
、
投
票
日
に
は
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、

貴
重
な

一
棄
を
投
票
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

候
補
者
はあ

な
た
の
手
で

候
納
者
を
選
ぶ
と
き
は
、
お
金
や

物
、
義
理
人
的
に
ま
ど
わ
さ
れ
ず
、

あ
な
た
自
身
の
判
断
で
、
こ
の
人
こ

そ
と
忠
、
っ
人
を
選
び
ま
し
ょ
、
7
0

平成 2<手2月28日衆磁院鴇員総選挙
の投票から(第13投葉区)• • 

園
前副
圏

た
が
、
今
年
は
新
し
く
オ
プ
ン
し

た
ピ
リ
カ
ス
キ

l
場
が
会
場
で
し
た
。

本
仙情
的
な
ス
キ

l
場
で
す
べ
れ
る

の
で
、
そ
の
円
は
明
か
ら
ワ
ク
ワ
ク

し
て
い
ま
し
た
。
値
目
は
回
転
、
滑

降
の
タ
イ
ム
レ
ス
で
す
。

今
年
は
コ
ー
ス
が
良
か
っ
た
の
で

回
転
も
い
川
降
も
今
ま
で
よ
り
、
良
い

タ
イ
ム
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

二
月
七
目
、
四
つ
葉
ス
キ
!
大

会

長

利
河
ス
キ

l
場
は
距
離
も
長
い

が
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
小
問

小

し

可

質

も

民

く

、
リ

フ
ト
も
つ
い
て

学
校
の
ス
キ
|
坊
で
や
っ
て
い
ま
し
と
て
も
立
派
な
ス
キ
場
だ
と
思
い

〈

大

学

存

学

中
に
絵
を
始
的
、
そ
の
熱

一

ザ
八
月
に
札
幌
時
計
台

日

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
倒
肢
を
開
催

心
な
研
究
心
と
活
動
向
成
県
と
し
て
、
…

{

昭
和
六
十
三
年
に
新
美
術
協
会
会
友
。
一

一

寒

昇

近

藤

弘

毅

さん
柵

平
成
二
年
現
反
準
会
貝
。
同
年
に
北

一

一

近
藤
さ
ん
は
学
校
事
務
の
傍
、
旬
、
海
道
教
職
美
術
肢
の
特
選
を
受
賞
す

一

…絵
画
的
制
作
指
導
と
今
金
町
文
化
る
な
ど
、
そ
の
活
躍
は
め
き
ま
し
い

一

一
協
会
内
発
展
に
寄
与
き
れ
て
い
ま
す
。
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一

円

ii
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問
年
前
か
り
は
油
絵
の
楽
し
き
、

…

E
V訓
田
園

v
h
Tさ

を
知
っ
て
も
、
匂
お
う
と
小
学
生

…

'MRa'日.
，

障

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
を
対
象
に
、
町

一

咽
ヨ

副
闘

F
l
υ

，ha河
』

週

轟

民

セ

ン

タ

ー
に
お
い
て
月
二
回
、
泊

叶

!
・・・・圃圃圃園町'
ノa

Fa

'

h

・
一担

、

ま
朝
刊
叩
W
，
d
剛

F
町
議
跡
目
絵
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
叶

7
凶
罰
H
L
N
u
m

a
H
五

一昨

量

八

月

十
九

H
か
ら
一

週
間
、
札
悦
時

{

川
一

司

調

帯

ー
却

さ

zz-フ
リ
ー
に
お
い
て
側
展
を

一

諸
問
置
ハ

L
P九山
w
-開
催
予
定
、
そ
の
成
功
に
向
け
、
例

…

蘭
曹
U
U

/

一
作
活
動
に

一
段
と
熱
が

入

る

官

三

山
岡
町
四
州
側
即
山

/

骨

J
F5
一
送
っ
て
い
ま
す
。

i

t-
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圏

中
皇
小
六
年

馬
主畢

絵
理
さん

日
で
す

よ
く
「
ね
の

一
架

く

ら

い

」

と
い
っ
て
葉
桜
す
る
人
が
お
り
ま
す

が
、
あ
な
た
の

一
或
は
こ
の
円
の
た

め
に
あ
る
の
で
す
。
当
日
は
、
楽
催

し
な
い
で
武
重
な

一
烈
を
正
し
く
行

使
し
ま
し
ょ
、
7
0

投
票
て
き
る
人

今
回
、
選
挙
人
名
却
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
は
、
次
円
前
官
件
を
備
え
て

い
る
人
で
す
。

年
齢
要
何

昭
和
四
十
六
年
四
月
八
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

住
所
要
件

山
登
録

知
事
平
成
二
年
十
二
月
十
七
日

以
前
に
転
入
周
け
を
出
し
た
方

道
議
平
成
二
年
十
二
月
二
十
八

日
以
前
に
転
入
居
け
を
出
し
た

寸
J
f

ω抹
消

(知

道

)
平
成
二
年
十

一一
月
六
日
以
前
の
転
出
者
は
抹
消

不
在
者
投
票

制
度
の
活
用
を

ま
す
。
こ
う
い
う
ス
キ
場
で
大
会

が
で
き
て
ヰ
巡
だ
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。
今
ま
で
は
中
里
町
ス
キ

l
場

で
や
っ
て
い
た
の
で
、
自
分
注
で
ふ

み
か
な
め
な
け
れ
ば
か
ら
な
か
っ
た

け
ど
、
今
年
は
ri
ふ
み
も
し
な
く
て

良
か
っ
た
し
、
中
型
み
た
い
に
で
こ

ぽ
こ
が
な
い
の
で
今
年
は
特
に
楽
し

ん
で
す
べ
り
ま
し
た
。
少
し
吹
竹
I

い

て
い
た
け
ど
背
も

一
生
け
ん
め
い
が

ん
ば
り
ま
し
た
。

た
だ
、
み
か
ん
拾
い
が
出
来
な
か

っ
た
の
が
、
ち
ょ
っ
と
残
念
だ

っ
た

け
ど
、
や
っ
ぱ
り
ス
キ

l
場
が
良
か

っ
た
か
ら
、
お
も
し
ろ
か

っ
た
で
す

六
年
間
こ
の
ス
キ

l
大
会
を
や

っ

て
来
て
今
年
内
ス
キ

l
大
会
が

一

僕
の
絵
「
大
根
血
き
」

投
来
日
に
、
投
票
区
域
外
で
仕
事

を
し
な
け
れ
ば
主
ら
な
い
と
か
、
や

む
を
得
な
い
用
務
で
旅
行
す
る
と
か

梢
気
な
と
で
投
票
で
き
な
い
方
は
、

投
架
日
の
前
円
ま
で
に
投
架
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

期
間
は
、
知
事

三
月
十
八
日
か

り
同
月
六
日
ま
で
、
道
議

三
月
ニ

イ
九
円
か
ら
凶
月
六
日
ま
で
。

日
叫
円
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で
、
役
場
二
階
選
挙
管
理
委
貝

会
室
で
で
き
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持

参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

代

十支

票

E里

字
の
書
け
主
い
方
や
目
的
不
自
由

な
方
は
、
投
票
所
に
行
っ
て
係
貝
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
に
代

っ
て
投
架
の
制
助
者
が
書
い
て
く
れ

ま
す
。
投
県
内
秘
誌
は
絶
対
に
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
投
架
所
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
お
忘
れ
な
く

投
来
所
入
場
券
は
有
権
者
向
皆

さ
ん
に
直
接
郵
送
し
ま
す
の
で
、
あ

な
た
の
投
開
閉
所
を
お
確
め
く
だ
さ
い
。

も
し
選
挙
権
が
あ
っ
て
も
入
場

券
が
印
刷
か
な
か
っ
た
り
、
不
明
な
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
町
内
選
挙
管
理
委

只
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
人
場
券
を
な
く
さ
れ
た
方

• 
は
、
投
来
日
の
当
日
に
該
当
す
る
投

来
所
で
係
貝
に
申
し
出
る
と
、

場
で
再
発
行
い
た
し
ま
す
。

)
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ぞ
グ〉

こ
ん
な
投
票
は

無
効
に
な
り
ま
す

加
効
に

な
っ
て
は
何
も
な
り
ま
せ
ん
の
で

あ
な
た
の
選
ん
だ
候
補
者
向
名
前
を

は
っ
き
り
脅
き
ま
し
ょ
う
。

せ
っ
か
く
投
票
し
て
も
、

無
効
と
な
る
も
の

①
白
紙
投
京

②
候
補
者
向
税
を
山
口
い
た
か
わ
か
ら

な
い
投
票

③
候
補
者
以
外
の
名
前
を
普
い
た
投

出リム
れ

門
別
寸
J

④
一
牧
町
投
票
用
紙
に
二
人
以
上
の

候
補
者
を
書
い
た
投
票

⑤
候
納
者
の
名
前
以
外
に
余
分
な
絵

や
宇
を
自
い
た
投
票

⑥
正
規
の
投
採
用
紙
で
な
い
紙
に
諮

い
た
投
開
引
な
ど

開

票

開
票
は
、
投
来
日
の
午
後
七
時
三

十
分
か
ら
町
民
セ
ン
タ
大
ホ
ル

で
行
い
ま
す
。
参
観
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
午
後
七
時
か
ら
先
活
順
に
入

場
務
理
券
を
発
行
し
ま
す
。
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'ぜ

一月
は
町
税
・
道
税
の

納
税
推
進
月
間
で
す

町
税

・
道
税
の
納
税
を
お
忘
れ
の

方
は
い
ま
せ
ん
か
。

三
月
は
、
平
成
二
年
度
内
締
め
く

く
り
の
月
で
す
。

今
金
町
と
北
海
道
で
は
、

三
月
を

「
納
税
推
進
強
制
月
間
」
と
し
て

全
税
目
を
対
象
に
滞
納
内
務
明
に
取

り
組
み
ま
す
。

税
は
、

福
祉
や
牒
業
、
水
産
業
向

振
興
な
ど
、
地
方
公
共
団
体
が
い
?
っ

い
ろ
な
事
業
を
進
め
る
う
え
で
の
れ

箆
な
財
源
で
す
。

今
金
町
と
桧
山
支
月
で
は
こ
の
問
、

各
々
の
滞
納
内
務
理
を
進
め
る
と
と

も
に
、
納
税
に
附
す
る
相
談
な
ど
も

(町民稲祉謀衛生係 国保係)

被診を受けて明るい健康づくり

3月みんなの健

F 
.ある 日のあなた.写真をさ Lあげます

行
っ
て
お
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
の
中
に
生
か

さ
れ
て
い
る
税
に
つ
い

て
ご
限
解
の

う
え
納
税
に
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

〈

桧
山
支
庁
税
務
部
〉

〈今
金
町
税
務
課
〉

臨
時
事
務

員

を

募

集

/

町
で
は
、
四
月
か
ら
勤
務
す
る
臨

時
事
務
只
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。希

望
者
は
.
履
歴
舎
を
来
る
三
月

二
十
日
ま
で
に
、
総
務
謀
総
務
係
ま

で
提
出
版
い
ま
す
。

日
い

戸
↑

E"

一
、

非

集

予

定

人

只

七

名

年
齢
十
八
政
か
ら
三
十
歳
ま
で

の
女
子

〈総
務
謀
総
務
係
v

年
金
相
談
日
の
お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
制
限
を
次

的
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

p
u
 

nH
n
 

と

き

三

月

十

九

日

ω

午
前
十
時
か
ら
午
後
=
一
時
ま
で

二
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

三
‘
相
談
只
函
館
社
会
保
険
事
務

所
収
良

一
名

〈
町
民
柄
柑
融
年
金
係
v

• • 
国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
今

一
度
、
納
付
冊
目

を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

き
ま
す
と
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
的
支
払
い
が
困
難

な
と
き
は
、
保
険
料
免
除
制
度
も
あ

り
ま
す
の
で
、
年
金
係
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〈町
民
福
祉
諜
年
金
係
v

「特
設
人
権
心
配
ご
と
相
談

所
」
の
開
設
に
つ
い
て

人
柿
擁
諮
活
動
向

一
刻
と
し
て
、

次
の
と
お
り

「特
設
人
権
心
配
ご
と

相
談
所
」
が
開
設
さ
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

汁じ百

一
、
H

時

三
月
六
日
側

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

二
、
場
所
今
金
町
民
セ
ン
タ
ー

三

相
談
内
容
身
近
な
法
津
問
題

や
人
権
問
題
笥
心
配
ご
と

四
、
担
当
者

地
元
人
倫
擁
税
委
只

二
名

回
航
地
方
法
務
局
職
只

一
名

〈函
館
地
刀
法
務
局
〉

〕0
 

1
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砂社会福祉協議会だより 3 . 2 .10 

議Jtの里学園盟狩園社会福祉協襲企への多額

のこ務附ありがとうございま Lた.

(敬材崎)

〈札幌市〉 踊〈〈I大厚底沢町e部l』〉町 q: 4史 今金オ ト 醐

邑 崎 Yl 村 上源 太郎

高 松 江 大 野 敏 EIH 林 幸 {先

片 間 洋 〈潮棚町〉 金沢 制 三 郎

〈帯広市〉 平 ll.I 明 甚 加離チ ヨ子

IJI 国 忠 杉本I ミ ノエ 犬 縁アサ子

〈函館市〉 瀬慨町線の会 今 付 治

佐 藤 m 的 〈北絵山町〉 西 世 l~ 子

竹 汰 俊 制 東 ハ イ ヤ ま 藤 優

〈八量町〉 〈今金町〉 t多 IU 背 果

及 JlI 旬 手t北 部 桂 山 環 境 衛 生 今 世 島 北 協 同級 全

〈森町〉 佐藤ふとん匝 今 村山弁 子

金 九 M 向 八 千 よ 今金 白石醐

〈長万部町〉 今 金 農 協 笠 備 工 場 今世町世場戦且組合
γh1r 1 f品 ノ、 jレ 石川スポ ー ツ 大 tl 啓太郎

〈江差町〉 tt 8 f[J 刷 尾 形 哲 夫
泊日二 国 利i 夫 佐々木金物 今 世 町商工会

〈己錦町〉 館 回 住 機 盟 111老人クラプ

111 崎 ト ノ 今金は 〈さ ん 金 原 老 人 タ ラプ

合 坂 正 舗 松 永 y ナ 今世 舞 踊量 好会

路
上
駐
車
に
注
意
を
/

旧
今
金
駅
前
通
り
は
隔
月
片
側
駐

車
道
路
で
す
。

ウ

y
カ
リ
駐
車
を
し
ま
す
と
違
反

革
と
し
て
倒
せ
ら
れ
ま
す
。

特
に
、

宮
積
期
間
で
の
両
側
駐
車

は
、
定
期
パ
ス
の
運
行
の
妨
げ
に
な

っ
た
り
‘
通
行
の
支
障
に
な
る
な
ど

交
通
事
故
誘
発
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
。
違
法
駐
車
は
絶
体
に
止
め
、
交

通
事
故
の
な
い
明
る
い
街
づ
く
り
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈企
画
制
務
獄
交
通
安
全
係
v

• • 
学
年
末
の
少
年
非
行
の
防
止

卒
業
、
進
学
、
就
職
な
ど
こ
の
時

期
は
、
少
年
を
と
り
ま
く
環
境
内
変

化
か
ら
、
不
安
感
や
疎
外
感
を
抱
き

や
す
く
‘
あ
る
い
は
、
入
学
試
験
を

終
え
た
虚
脱
感
な
ど
か
ら
家
出
や
短

絡
的
な
非
行
に
走
る
と
い

っ
た
ケ

ス
が
多
く
な
り
ま
す
。

家
庭
で
は
、
子
供
向
心
や
行
動
的

変
化
を
早
く
税
み
と
り
、
家
庭
が
協

私たち、新婚 Lています

項 目 がI 卑 者 実施日 時 IUI 集 施 全 場 {官 考

4目別) 老人稲祉センタ ー

11日(叶 町 民セ ンタ

① 般 相 1長 4外K、L {主 民 10: 00-15: 00 保帥指湖、健康相談

18日付 老人制祉センタ ー

25日(11) 府f民センター

② 軍L 児 キH Z先 生後 6 . 9ヶ月児 7日同
丑付時間

H 身体計測保健指持9 :30-10:00 

③ l歳 6ヶ月児他診 生f主l歳 7・8ヶ月児 " 
世付"寺1l1l

H 臨附検持班、、身医体師叶診湖察、、保術健科指暗12: 30-13: 00 

④ 妊 師 相 E車 妊 焔 σ〉 1i 12日(叫
世什時rnl

H 
""柚告、，"，班輸を

12: 45-13: 15 WJimfl...1布告.t'f.. t釘卒事抗"I;.q;

⑤ n 児 講 鹿 生植 3 ヶ月児 14日附
世付時ftlJ

" 身体刑制、保健指導9:30-10:00 

⑥ 平L 児 位 E企 生横4. 7 . 1 0 . 1 2ヶ月児 H 
受付時間

H 
医師診祭、前科指導

12: 30-13: 00 身体制制保健指導

⑦ 目立 脱 健 同時 生112今月と回目以上の幼児 25日u自 13:00-14:00 4入， 金保 健 所 股関節X線織影

@ 鯉医地区巡回診療 d人L 佐 民 28日併。 畳付時"'1 町民セ ノ タ ー 診療科目整形外科14: 30-15‘。。
」

カ
し
て
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え
、

家
出
や
非
行
の
防
止
に
努
め
る
こ
と

が
必
袈
で
す
。

警
察
で
は
、
少
年
や
保
髄
者
な
ど

か
ら
家
出
や
非
行
な
ど
に
関
す
る

「

少
年
相
賊
」
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
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の
有
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ま
す
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m
ん
の
長
男
と
し
て
今
金
町
に
生
ま
れ
さ
ん
の
暖
か
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
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北
高
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同
時
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3月の休日当番匿

岩 nu 医院(今金)~②0057
今金町国保病院(今金)合②0221

楢崎病院o頼棚)宮⑦3021

f~' 回医院(今金)~②0324

今金町国保病院(今金)~②022 1

平 病 院(北桧山)~④5011
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悩~t\ 1月14日(信男さん 2男)大和町

抑九1月17日(伸夫九 2男)商工団地

被芥九 l月26日(究さん長男)中トマケン

来三九2月4日(明光九長男)寒 昇

佐藤

北見

)11山命

植村

自画お〈やみもうしあげます

四
つ
護
学
校ピ

リ
カ
で
ス
キ
l
大
会

八幡町

商工団地

実

栄

発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場

f
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醐
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昇

町

豊寿図

下種川

74歳

86歳

83歳

82歳

56歳

82歳

1月27日

2月9日

2月15日

2月11日

2月12日

1月28日

正恒さん

新作8ん

丘l.I.j.ム さ
.!<--:-t:.f口ん

トキ干さん

省吾さん

キワーん

吉凹

高谷

111谷

原口

杉本

坪

四
つ
薬
学
校

(児
童
数
三
十
名
)

内
最
後
円
校
外
行
事
と
し
て
、
ス
キ

ー
大
会
が
二
月
七
目
、

ピ
リ
カ

ス
キ

ー
場
で
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
全
只
が
元
気
に
参
加
、

応
按
に
駆
け
つ
け
た
父
母
な
ど
の
見

守
る
中
、
滑
降

・
回
転
の
二
種
目
に

好
タ
イ
ム
を
競
い
合

っ
て
い
ま
し
た
。
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'v
み
な
さ
ん
に
と

っ
て
「
曾
」

は、

ど
ん
な
存
在
で
、
ど
の
よ
う
な
ウ

ェ

イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
か
.
今
冬
は

ゲ
レ

ン
デ

l
ス
キ
ー
や
歩
く
ス
キ

l
、

会
場
を
移
し
て
の
雪
ま
つ
り
な
ど
で

多
く
の
人
が
雪
に
触
れ
、
利
哲
を
楽

し
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

-v
今
金
町
で
も
期
待
と
不
安
の
中
で

ス
タ
ー
ト
し
た
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

も
盛
況
を
呈

L
、

「雪
L

に
感
謝
、

感
謝
の
毎
日
の
よ
う
で
す
。

V
二
月
に
広
報
研
修
会
に
出
席
し
、

全
道
の
広
報
マ
ン
、
ウ
7

ン
の
す
ば

ら
し
い
作
品
に
触
れ
、
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
次
号
か
ら
の
広
報
紙

に
そ
の
成
果
を
少
し
ず
つ
で
も
発
揮

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
広
報

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
.
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